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1.　福入袖を制作し た場合， または街頭 などで着 用し

てい る状態を観 察し た場合，美し くなだらかに流すべく

工夫 されてい るはずの線 に，美し さを そこねる皺が多く

でてい るこ とがあ り. また，折 角福を入 れてい るにもか

かわら ず，運動 量が少 なく，電 車，バ スの吊革 さえも持

ちにくい ようなのをよく見 かけることがある。 短大の授

業 におい ては時間数が少ない ので，簡 単に体 にあう福の

入 れ方の基礎を，原型を用いて教授し たい と考 えてい る

ので ある。 現在ま で の経験上， 一人一人肩斜線 を 補正

し， 切込み点を見わけてやらねばならな かった。それ で

各人 の採寸 から簡 単に割出せる方法はないも のかと希望

し たのが，こ の研 究を始 める動機 となっ た。

2.　今回 は，

田　肩線 の延長 の移 動と肩傾斜の関係

(2) 肩線 の移動 と前幅，後幅との関係

(3) 切込みの寸法 と運動量との関係

などについ て実験考察し た結果 を報告す る。


